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次号予告「補償光学の新展開─天体望遠鏡から顕微鏡へ」

巻頭言
光と宇宙  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥佐藤勝彦

総合報告
すばる望遠鏡の補償光学と顕微鏡への応用 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥服部雅之ほか

解　説
画像相関を利用した太陽観測のための補償光学 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥三浦則明
次世代超大型望遠鏡 TMTのための広視野多天体 
補償光学  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥秋山正幸ほか
葉緑体レーザーガイド星を用いた補償光学ライブ 
イメージング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥玉田洋介

補償光学を用いた二光子励起顕微鏡による生体内の 
がん細胞のイメージング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥今村健志

技術報告
スペックル干渉計測に基づく三軸方向に同一測定感度 
をもつ三次元変形計測法の開発  ‥‥‥‥新井泰彦ほか

気になる論文コーナー

今後の特集予定
44巻 11号「オプトジェネティクス」
44巻 12号「制御された輻射場による量子技術の最前線」
45巻 1号「視覚における注意のしくみとその産業応用」
45巻 2号「光空間通信技術の新展開─海底から宇宙まで」
45巻 3号「高性能 LDを駆使した先端光源の進展」 

//編集後記 //

　最近，「製造業の枠組みが変わる」といったニュース
を見ることが多くなりました．ドイツでは，インター
ネットと人工知能を導入し，生産システムの自動化，効
率化に革新を起こす試みが進められています．この試み
は Industrie 4.0（第 4次産業革命）と名付けられ，蒸気
機関，水力機関の発明による第一次産業革命，自動織機
の発明による第二次産業革命，電力による大量生産が実
現した第三次産業革命に次ぐ製造業の革命的な進展と位
置づけられています．米国でも Industrial Internetとい
う同様の取り組みが推進されています．
　このような動きは，おもに自動車などの産業機器の製
造に大きく寄与するものと想定され報じられることが多
いため，光学との関連は薄いように思われます．しかし
ながら，製造システムを構成する要素技術である造形，
加工，検査には光学技術が広く応用され，積極的に開発
が進められています．本号の特集では，その一端を「次
世代ものづくり技術」としてそれぞれの専門家に詳細を
解説いただきました．光の特性を利用することで，多く
の製造工程に光学技術が展開されていることを実感いた
だけると思います．「21世紀は光の時代」といわれてお
り，将来，光学技術による第 N次産業革命が実現する
かもしれません．
　末尾になりますが，ご多忙にもかかわらず快くご執筆
をお引き受けいただいた著者の方々に，この場を借りて
厚くお礼申し上げます． （谷口，石槫）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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